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① 「道徳の時間」は，指導計画に基づいて確実に実施され，授業の充実に努めているか。 3.5

② 道徳の授業内容を学級通信に載せたりするなど，家庭との連携を図り，協力が得られるように努めているか。 2.8

③ 授業で話し合いを位置づけるなど，考え・議論する道徳を推進できるよう工夫・改善を図っているか。 3.3

④ 生命尊重，いじめ問題等，今日的課題を扱った道徳教育を推進しているか。 3.3

⑤ 実践事例集等を活用し，参加型の学習を行うなど，人権感覚を育む指導の充実に努めているか。 2.7

⑥ 一人一人が活躍する場や認め合う場の設定など，互いのよさを認め合う集団づくりに努めているか。 3.1

⑦ 人権に関する諸問題の認識と理解を深めるための組織的・計画的な研修に取り組んでいるか。 2.8

⑧ 生徒指導の充実に向けて，各教科の特質に応じ，内容や方法の工夫に努めているか。 3.0

➈ 教育相談の効果的な実施や関係機関との連携に努めているか。 3.3

⑩ 魅力ある学校づくりや，いじめ等の問題行動を許さない学校づくりに努めているか。 3.2

⑪ 「日々５行」を中心とした基本的生活習慣を確立させ，規範意識を向上させるよう努めているか。 3.1

⑫ 掲示物・教室設営等，教育環境が整備された学校づくりに努めているか。 3.3

⑬ 生徒の意欲や主体性を育む実践的な生徒会活動及び学級活動の充実に努めているか。 3.1

⑭ 生徒の実態等を踏まえ，成功体験や伸びを実感し，運動の楽しさやよさを味わわせているか。 3.1

⑮ 生涯スポーツの奨励や意識の高揚を図るとともに，継続力や体力，運動能力の育成に努めているか。 3.1

⑯ 健康課題の知識や技能を習得させ，思考力・判断力等の育成に努めているか。 3.0

⑰ 感染症の予防や，基本的生活習慣等の系統的・計画的を行っているか。 3.5

⑱ 健康観察を一日の教育活動の始まりに位置づけ，確実に行っているか。 3.7

⑲ 給食指導を充実させ，教育活動全体で取り組む組織的な食育を推進しているか。 3.1

⑳ 食品選択能力，感謝の心，食事マナーや食事時の人間関係形成能力の習得に努めているか。 3.1

㉑ 基礎的な知識・技能の習得，思考力・判断力・表現力等，「確かな学力」の向上に努めているか。 3.3

㉒ 主体的で深い学びや，そのための指導の方法等を充実する授業力の向上に努めているか。 3.1

㉓ 家庭や小学校との連携を図り，6090運動など家庭学習を充実させるよう努めているか。 2.9

㉔ 発達段階等を踏まえた学習規律（身構え・気構え・物構え）の充実を図っているか。 3.3
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令和４年度　１学期　Ⅰ 教育活動を振り返って（集計結果）
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１　学校経営の努力点について　　　　　  （４ → よく努力した　３ → 努力した　２ → やや努力不足  １ → だいぶ努力不足）
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㉕ 家庭・地域と連携し，上級学校説明会，職場体験や職業講話などの体験活動の充実を図れているか。 3.2

㉖ 個々の能力や適性，希望等を生かした進路指導の充実に努めているか。 2.9

㉗ 自己理解や自己有用感を獲得させるなど，発達段階に応じた系統的なキャリア教育の実践に努めているか。 3.1

㉘ 一人一人の教育的ニーズに応じた指導内容や指導方法，合理的配慮の実践に努めているか。 3.1

㉙ 特別支援学級と交流学級との連携を密にし，社会参加と自立に向けた取組を推進しているか。 3.1

㉚ 専門機関や家庭と連携した生徒の発達段階や適応状況等に応じた指導に努めているか。 3.0

㉛ 教科指導におけるＩＣＴ活用の促進を図り，情報活用能力の向上に努めているか。 3.2

㉜ 情報を正しく判断・選択・活用する実践力の育成や情報モラルに関する指導の工夫・充実に努めているか。 3.0

㉝ 校務共有システムやスズキ校務等の活用により，校務の負担軽減と効率化に努めているか。 2.8

㉞ 学校評議委員会による諮問や学校評価アンケートの結果に基づいた工夫・改善に努めているか。 2.8

㉟ 外部人材を講師に招くなど，地域の教育環境・教育的資源を活用した教育活動の推進に努めているか。 2.9

㊱ 学校便りやホームページ，学級通信等を通して，保護者や地域に情報発信しているか。 3.3

㊲ 校区体育大会・夏祭り・文化祭，地域ＰＴＡ懇談会やふれあい清掃等の地域行事への参加に努めているか。

㊳ 校内研修の内容の充実を図り，資質・能力の向上に努めているか。 3.2

㊴ 各種研究授業など，授業を通した実践的・実証的な授業研究に努めているか。 3.1

㊵ 研究機関等を活用した個人研修の推進及び外部研修内容の還元に努めているか。 2.8

㊶ 避難訓練や防災ノートの活用等を通じて，組織的・計画的に学校防災教育の充実に努めているか。 3.2

㊷ 学校内等や運動部活動中のけがを減少するための啓発や指導等安全管理の充実に努めているか。 3.3

㊸ 定期安全点検や安全管理の徹底・充実など，学校安全体制の保守・管理に努めているか。 3.1

㊹ 安全教育では，危険を予知したり回避したりするための訓練や具体場面を想定した安全学習を推進しているか。 3.1

㊺ 部活動において，原則として週２日（平日1日，土日のうち１日）の休養日を位置づけるように努めているか。 3.0

㊻
出退勤記録やストレスチェックを通して，自己の勤務状況の確認をするとともに，時間外労働の縮減に努めている
か。 2.6

◎次学期に向けての取組
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・特に、評価が2.8未満であった項目⑤㊻については、夏季休業中や次学期に向けて改善していきたい。
　⑤　実践事例集等を活用し、参加型の学習を行うなど、人権感覚を育む指導の充実に努める。
　㊻　出退勤記録やストレスチェックを通して、自己の勤務状況の確認をするとともに、時間外労働の縮減に努め
たい。
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